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伊
万
里
市
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
〜 

伊
万
里
の
こ
と
を
知
ろ
う
！ 

〜

　
文
化
財
展
示
施
設
①  

◆
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

　
　
　（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
今
月
か
ら
、
文
化
財
に
触
れ
、

伊
万
里
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

　
伊
万
里
市
歴
史
民
俗
資
料
館

で
は
、
市
の
歴
史
や
民
俗
、
自

然
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
の
収

集
・
整
理
・
調
査
研
究
を
行
い
、

皆
さ
ん
の
郷
土
に
対
す
る
理
解

と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
そ
の

資
料
や
調
査
研
究
成
果
を
公

開
・
展
示
し
て
い
ま
す
。
資
料

館
で
は
、
毎
年
、
市
民
参
加
型

の
『
市
民
所
蔵
品
展
』
や
、
体

験
型
の
行
事
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
常
設
展
で
は
、
カ
ブ
ト
ガ

ニ
の
標
本
や
黒
曜
石
、
昔
の
お

も
ち
ゃ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
伊
万
里
を
よ
り
詳
し
く

知
る
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
来
館
し
、

じ
っ
く
り
と
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

観
覧
料
　
無
　
料

● 

開
館
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

● 

休
館
日
　
月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）、
年
末
年
始

(
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

※
こ
の
ほ
か
、
臨
時
に
休
館
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
伊
万
里
市
歴
史

民
俗
資
料
館
（
☎
㉒
７
１
０
７
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●伊万里小

伊万里駅

●市民センター

市民会館
生涯学習センター

　
３
月
２
日
、
第
１
回
大
坪
地
区

家
読
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
大
坪

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
約
１
３
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
家
庭
教
育
力
の
向
上

や
、
家
族
の
絆

き
ず
な

を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
市
内
で
広
が
っ
て

い
る
家
読
運
動
に
、
今
後
、
大
坪

地
区
も
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
大
坪

保
育
園
児
が
、
絵
本
『
は
ら
ぺ
こ

あ
お
む
し
』
の
創
作
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
し
、
大
坪
小
学
校
読

み
語
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
お
は
な

し
や
』
が
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
絵
本

の
読
み
語
り
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
家
読
運
動
先
進
地
の
松
浦
町

か
ら
は
、
小
学
校
の
読
み
聞
か
せ

グ
ル
ー
プ
『
お
は
な
し
と
っ
く
ん
』

が
特
別
出
演
し
、
ま
き
絵
芝
居
を

上
演
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
趣
向

を
凝
ら
し
た
発
表
に
、
会
場
は
拍

手
や
笑
い
声
に
包
ま
れ
、
大
き
な

盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
大
会
を
契
機
に
、

家
読
を
中
心
と
し
た
読
書
の
輪

が
、地
域
に
根
ざ
し
な
が
ら
広
が
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

か
わ
ら
ず
取
り
組
ん
だ
図
書
室
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
大
作
戦
や
、
中
学
生

に
よ
る
読
書
感
想
文
、
園
児
に
よ

る
お
は
な
し
劇
な
ど
読
書
に
関
す

る
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
講
師

を
務
め
た
武
雄
市
図
書
館
長
の
杉

原
豊
秋
さ
ん
は
、
図
書
館
の
活
用

方
法
や
、
子
ど
も
た
ち
に
は
読
書

を
す
る
た
め
の
時
間
の
作
り
方
な

ど
を
説
明
。
ま
た
、「
親
自
身
が
、

本
を
読
ん
で
感
動
し
た
こ
と
な
ど

を
家
族
で
話
し
、
家
族
が
同
じ
時

間
を
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
」
と

読
書
や
家
庭
で
の
親
子
の
交
流
の

大
切
さ
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
２
日
、
黒
川
公
民
館
で
、

黒
川
町
『
家
読
の
す
す
め
』
発
表

会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
町
民
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
園
児
、
小
・
中
学

生
の
多
読
者
表
彰
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
黒
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
、

大
雨
洪
水
警
報
発
令
中
に
も
か

広がっています！
地域の取り組み

（大坪地区・黒川町）

　
黒 

川 

町

■
『
家
読
の
す
す
め
」
発
表
会

　
大
坪
地
区

■ 
第
１
回

        
家
読
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

↑『おむすびころりん』の劇を披
　露するたんぽぽ保育園児たち

↑読書や家庭教育の大切さ
などを語る杉原さん

↑『おはやしや』が、タペストリー絵本
の世界を工夫を凝らして表現しました


